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第1問 次の文章を読み， 以下の問いに答えよ。

自動車の運転を自動化する段階は通常， レベルo,,...._,レベル5までの 5つの水準で定義する。な

お 「レベル0」は， 自動運転技術がまったく導入されていない水準， 言い換えると， 運転に関する

全ての操作（タスク）を運転者が実行する水準を指す。

自動化の段階は大別すると，運転者が主体となってタスクを実行する「レベルo,,...._,レベル2」と，

自動運転システムが主体となってタスクを実行する 「レベル3'"'-'レベル5」 に分けられる。「レベ

ル1」 と「レベル2」の自動運転機能は（ア）三乞に， 市販車（新車）の多くに導入済みだ。

技術的な飛(,()主之（あるいはギャップ）が存在するのは， レベル2とレベル3 の間である。

レベル2では運転の主体が人間（運転者）であるのに対し， レベル3になると運転の主体がシス

テムに変わるからだ。ただしレベル3ではシステムが運転操作を（ウ）之4続困難な状（エ）キョウに

なると， 運転の主体が人間（運転者）に切り換わる。 このため， 運転者の状態（運転が可能かどう

か）を常に監視しておく機構が必要となる。

「レベル4」に達すると， 自動車は無人でシステムが全ての運転操作を実行する。操作の実行が

難しくなったときの対応もシステムが担う 。 ただし， 運転する領域は限定される。

「レベル 5」 は領域を限定せずに， システムが全ての運転操作を実行する。 運転者は存在しな

い。「完全自動運転車 」とも呼ばれる。技術的には最も困難であり，自動運転の最終形ともいえる。

「レベル3」を実現した車両が公道を走行するためには， 関連法の改正が国内では必要だった。

2020年4月に法整備が完了したことで， 日本でも「レベル3」 の自動運転を提供する素地が整っ

ていた。

そして 2021年3月には本田技研工業（ホンダ）が， 世界で初めて「レベル3」の運転自動化シ

ステム（オ）上立載車両として認可を受けた高級セダン「レジェンド」を発売した。 運転自動化シス

テム 「Honda SENSING Elite 」 を開発し，（オ）上立載している。

ホンダは「レベル 3」 の販売で得た知見な どを元に， 次世代の運転自動化システム「Honda

SENSING 360 」 を開発しており， 2023年'"'--2024年に実用化する予定だ。

あ らかじめ限定された領域（運行設計領域 (ODD: Operational Design Domain)) を前提とし

て運転操作の全てをシステムが担う「レベル4」は，海外が先行する形で実用化が始まっている。 

日本は法整備が進んでお らず， 無人での公道走行は現時点では実用化できない。 車両のシステム

としては 「レベル4」 でも， 実際の運用では運転者が乗車する必要がある。

【EE Times Japan 完全自動運転の入り口となる「レベル3」乗用車の発売と進化

(2023年6月30 日）より抜粋， 一部改変］

https://eetimes.itmedia.co.jp/ee/articles/2306/30/news068.html
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